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はじめに
　来迎図という仏教絵画において、源信（942～ 1017）
が制作に関っていることは、さまざまな書物や論文で言
及されてきた。また来迎図遺例に関しても新たな作例(浄
厳院本)１や制作年代は鎌倉時代であってもその原本が平
安時代に遡る作例(安楽寿院本)２が出現した。しかし源
信が制作した来迎図はどのような図様だったのか未だ共
通の認識は出来あがってない。そこで、平安時代制作に
なる来迎図を観察し、九品往生(来迎)の階位に着目して、
源信が制作した来迎図の図様について、考察したい。
第一章　源信の来迎図制作
　源信が来迎図を制作または考案したことを示す資料は
数点存在する。次に資料を掲げて源信と来迎図の関係を
示したい。
第一節　源信の来迎図制作について
(1) 源信が来迎図を考案したことを示す資料
  源信が来迎図を制作したことを示す資料は何点かあ
る。その中で三点をとりあげて考察してみる。
(ｲ)  『首楞厳院廿五三昧結縁過去帳』３「前権少僧都　源信」
の項
　 往年自案経文。図弥陀来迎像。其中比丘衆多。菩薩
衆少。
　源信は、昔経文を案じて弥陀来迎の像を図に表した。
その図は比丘衆が多く、菩薩衆は少ないものである。“経
文を案じて”とあるので、その図様は経典に依拠するも
のであったと思う。
　『往生要集』４「大文第二　欣求浄土　第一　聖聚来迎
の楽」には、
　（前略）弥陀如来、本願を以ての故に、もろもろの
菩薩、百千の比丘衆とともに、大光明を放ち、晧然と
して目前に在します。時に大悲観世音、百福荘厳の手
を申べ、宝蓮の台を擎げて行者の前に至りたまひ、大
勢至菩薩は無量の聖聚とともに、同時に讃嘆して手を
授け、引接したまふ。（後略）
とある。いわゆる阿弥陀聖聚来迎図である。その聖聚は
もろもろの菩薩、百千の比丘衆と記し、菩薩衆は別とし
て、比丘衆が多いイメージである。
　『首楞厳院廿五三昧結縁過去帳』の源信の項は、源信
の弟子である覚超が執筆したとされ５、『往生要集』以
外の資料の中では最も信頼のおけるものである。
           
(ﾛ) 『後拾遺往生伝』巻中６「平維茂」の項
　鎮守府将軍平維茂者。(中略)自彼壮年之時。常謁恵
心院僧都源信。望往生之扶〔持〕僧都承諾。専存其志。
而間漸及暮年。屡有病気。已及危急。告僧都曰。比年
之約言。臨終之勧進也。今正其時。必待光臨者。于時
僧都贈極楽迎接曼陀羅一鋪報云。(中略) 唯対此曼荼羅。
可成往生之観。凡我朝迎接曼荼羅流布始于此矣。(後略)
　平維茂は壮年の時、往生の際には源信に扶持を願って
いた。いざ往生の際行くことができなかった源信は迎接
曼陀羅を送り往生の観をなさしめた。これが日本での迎
接曼陀羅流布の始まりである。
　『後拾遺往生伝』巻中は大治二年以後から長承三年
(1127～ 1134)の成立とされている。源信没後百年を
すぎた頃には、迎接曼陀羅は源信が始めたと認識されて
いたことが分かる。
          　
(ﾊ)  『天台霞標』五編巻之二７所収恵心源信僧都の項　「弥
陀仏画像上題辞」世称迅雲弥陀/台麓西教寺文庫
　弟子天台僧源信。正暦甲午冬十二月。謹図阿弥陀仏。
化導衆生之相。渇仰恋慕。発願而言。仏光照輝。聖衆
来迎。上品蓮台。願得往生。上求下化。万徳究竟。如
文殊願。如普賢行。／久慕西方。素無弐。弥陀誘引有
時行。光芒忽自眉間照。音楽新教耳界驚。永別故山秋
月送。遥望浄土夜雲迎。宜乗願力吾先去。便導衆生尽
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往生。
　源信は正暦五年(994)に阿弥陀仏化導衆生之相を図し
た。それはつぎのように発願したからである。上求下化
のため上品往生を得たい。願力によって先ず吾が往生し、
すぐに衆生ことごとく往生に導きたい。
  ここでは往生の階位が問題にされている。源信は九品
往生のうち最高位である上品往生を願うという。
　この題辞をもつ西教寺本は“迅雲弥陀”と通称され現
存している。制作年代は鎌倉後期である。題辞は現状で
は明確には確認できないが、江戸時代に編集された『天
台霞標』に収録されている。
　この題辞については後述（第二章第二節）するように、
発願文を源信と結びつけることには疑問点があり、この
まま認めることはできない。
            
　以上(ｲ)(ﾛ)(ﾊ)を勘案すると、掛幅装の阿弥陀聖聚来迎
図であったと推測される。しかし図様の詳細については、
“比丘衆多く菩薩衆少なし”という特徴は現存遺例を見
る限り明確な対応は難しいといわざるを得ない。また(ﾊ)
の題辞に述べる発願文は別物と考えられるので、源信の
来迎図は、上品来迎図ではないと考える。
            
第二節　源信制作という伝承をもつ遺例
　源信が制作したという伝承をもつ遺例は数多く存在す
る。そのなかから題辞と裏書に記されているものをつぎ
に掲げる。８
(1) 題辞
(ｲ) 西教寺本　阿弥陀聖衆来迎図（迅雲弥陀）
　この図は、斜め向きの来迎図であり、阿弥陀を中心に、
下に観音・勢至・上に合掌する七菩薩・奏楽舞踊の一一
菩薩が描かれ、他に計五体の化仏も描かれる。観音の蓮
台は、剥脱のためわかりにくいが、一重のように見える。
この図には、下中央部に讃がある。現在剥落のため解読
できないが『天台霞標』に収録されていることにより知
ることができる。題辞は前節に掲げた。制作年代は、鎌
倉時代後期である。
(ﾛ) 金戒光明寺屏風　山越阿弥陀図
  この図は、各扇一副一鋪の画面で、阿弥陀が正面向き
の来迎図であり、阿弥陀と観音・勢至が山の彼方に上
半身をあらわし来迎に向かう様子を描いている。観音の
蓮台は、一重である。この図には、左右各扇の上部に讃
があり、上記の西教寺本とほぼ同じ讃が書かれているが
少々異同がある。讃は第二章第二節に掲げている。制作
年代は、鎌倉時代後期である。
　これ以外に題辞の発願文のみを記し、源信が図したと
いう文章が記されていないものに、三千院本がある。
(ﾊ) 三千院本　阿弥陀聖衆来迎図
　本図の聖聚は西教寺本とほぼ同様である。ただ奏楽菩
薩が一体少ない一〇体である。　
　制作年代は、鎌倉時代後期である。同様の図様をもつ
来迎図に興福院本があり、この系譜の原本は唐末五代に
遡る請来本とする見解がある。９
(2) 裏書等
(ｲ)  西来寺本阿弥陀聖衆来迎図　永正一八年（1521）　
裏面貼紙
　この図は、正面向きの来迎図で、左足を踏み下げた半
跏で来迎印を結ぶ阿弥陀と観音・勢至および弥陀の左に
地蔵菩薩が随侍している。裏面の貼紙の墨書には、
① 　奉寄進西来寺常住／恵心先徳御自筆御本尊者／為婦
律南勢子四郎左衛門尉之／戒名眼阿弥陀仏後世菩提臨
終／正念、安置処也、而当住持奉渡／盛品大法師、於
寺家可為末代常住物也、／永正十八年辛巳九月廿三日
② 　相伝云、此四聖之像者、恵心先徳夢／中感見、而自
親画之云々、実奇／異宝物也、依之此段重修復 ／
之者也、／享保十三歳次戊申六月／廿一世賜上人真洲
謹識
　とあり、永正一八年の墨書で、恵心僧都の作とあり、
享保一三年（1728）では、恵心の夢中感得像であると
書く。制作年代は、鎌倉時代である。
(ﾛ) 有志八幡講十八箇院本　天正一五年（1587）旧裏書
　この図は、三幅からなる図である。正面向きの来迎図
で阿弥陀を中心にして、その他の菩薩より一回り大きい
五菩薩を阿弥陀周辺に巡らして、一つの飛雲上に載せる。
五菩薩の内三体は比丘形である。その次には、独立した
飛雲にのる観音・勢至を阿弥陀五菩薩の前方左右に配置
する。その飛雲を取り囲んで、大きな飛雲上に、奏楽菩
薩一二体と菩薩五体が描かれている。その左幅には、阿
弥陀三尊と四菩薩が一つの飛雲に配されている。裏書の
墨書には、
　叡岳別所安楽谷大阿弥陀二十五／菩薩同山越三尊化
仏等、已上卅三躰、恵心僧都／真筆也、依為一天無双
之霊宝　(後略)
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とあった。この図が安楽谷に伝えられた天台系の来迎図
であるという。恵心僧都真筆とあるが、この図の制作年
代が一二世紀後半と考えられていることから、源信制作
のものではないことがわかる。
(ﾊ) 安楽律院本　正保二年(1645)　箱身内側底
　この図は、一般の来迎図とは逆に斜め右方に来迎する
図で、右足踏み下げの阿弥陀と、その前方に観音・勢至・
普賢・地蔵・竜樹の五菩薩が配され、その後方は、九体
の奏楽菩薩と一体の菩薩である。箱の墨書には、
　抑此本尊者、恵心僧都御自筆也、摂州田多満中案置
本尊也、其後和州龍門杉生寺之寺物也、後多武峯円城
院／有之、正保二乙酉冬十二月日、為中坊順盛阿闍梨
卅三廻忌追善仁孝弟法眼祐英求之、有無縁法界而己
とあり、多田満仲と源信との関係を伝え、正保二年時の
伝承によれば、この来迎図は源信自筆で満仲の本尊であ
ると伝えている。制作年代は、鎌倉時代である。
(ﾆ) 松尾寺本　天和元年（1681）　旧裏書修理銘
　この図は、正面向きに来迎する図で、転法輪印を結ぶ
阿弥陀とそれを取り囲むように五体の菩薩と二体の比丘
形、八体の奏楽菩薩が続く。旧裏書の修理墨書銘に、
　此弥陀尊像者恵心僧都之真筆也、従先住懐清／僧都、
所令伝来也、依及破壊、余新加修補了／天和元年辛酉
暦三月　日　法隆寺弥勒院／懐賢擬講
とあるように、天和元年には法隆寺のものであり、恵心
僧都の真筆と伝えられていた。制作年代は、鎌倉時代で
ある。同様の図様をもつものに安楽寿院本がある。
　　　　　
(ﾎ) 雲辺寺本　表題
　この図は、斜め向きに来迎する図で、釈迦三尊と阿弥
陀三尊二五菩薩を描く、浄土宗系の来迎図である。すべ
て立像である。箱身底内側の貼紙に、
　此尊書及大破、今聊奉加修覆、右志趣者、為父母所
（生）（〃）生身十方群生利益人天也／象嶺（梵字五字）
宥日敬白
表題には、
　恵心御筆発遺釈迦三尊来迎弥陀三尊廿五尊、龍護開
基義宝
とあり、図を修理しているが、恵心僧都の真筆と伝えて
いる。制作年代は、鎌倉時代である。
　現存作例では、鎌倉時代後半から画面表面に讃として
源信制作とするものが出現する。室町末期一六世紀頃か
ら、平安後期や鎌倉時代制作になる来迎図に源信作とす
る裏書や箱書がかかれるようになる。すでにみたように
源信没後百年をすぎる頃（一二世紀前半）には迎接曼
陀羅流布の始まりを源信と結びつける伝承が成立してい
た。それが鎌倉後半になると源信制作とする来迎図が現
れる。それらは図様が全く異なる来迎図にもかかわらず
現れている。そして一六世紀頃には古作とみられた来迎
図に新たに源信作という伝承が裏書等として付されるこ
とになり、江戸時代に引き継がれる。源信と来迎図の関
係は時代が下るとともに密接になり、数多くの源信作と
称する来迎図が存在するようになるのである。
  図様との関係を整理すると、題辞をもつ諸本では、西
教寺本と金戒光明寺本は全く図様が異なる。西教寺本は
阿弥陀聖聚来迎図であり、金戒光明寺本は山越阿弥陀図
である。西教寺本と三千院本では西教寺本はスピード感
を強調した表現であり表現は異なる。しかし来迎の基本
モチーフと構成は同一と認めることができる。阿弥陀三
尊と二体の比丘形を含む七菩薩、奏楽菩薩一一ないし一
〇、化仏というモチーフとその配置は同一である。これ
らと同様のものに興福院本（鎌倉時代）がある。
　裏書等をもつ諸本では、来迎の向きに関しても正面向
き（西来寺本、有志八幡講十八箇院本、松尾寺本）、斜
め向き（右向き(安楽律院本)、左向き(雲辺寺本)）とも
にある。正面向き来迎図にも聖聚（有志八幡講十八箇院
本、松尾寺本）あり、四尊（西来寺本）あり、阿弥陀の
印相も転法輪印（松尾寺本）あり、阿弥陀如来の坐法も
左足踏み下げあり、とかなり変化に富んでいる。
　そのなかで共通項を抽出すれば、①観音菩薩捧持蓮台
が有志八幡講十八箇院本を除いて、蓮華のみの一重蓮台
であること、②聖聚のなかに比丘形を含んでいることで
あろうか。特に阿弥陀三尊以外に五菩薩あるいは七菩薩
を描く三図は、比丘形を二体ないし三体描く。この七
菩薩は、『往生要集』「大文第六　別時念仏　第二　臨終
の行儀」で三宝のうち僧を念ずべしとしてあげている諸
尊ー観音、勢至、普賢、文殊、弥勒、地蔵、龍樹に相当
すると現在説かれることが多い。室町・江戸時代にもそ
の認識はあったのかも知れない。
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第二章　九品の階位と来迎図の蓮台（観音菩薩捧持蓮台）
　　　　との対応
　
　第一章では、源信と来迎図の関係を示してきた。第二
章では九品往生の階位に着目して、源信が考案した来迎
図について考察したい。
第一節　源信が望んだ九品の階位
　源信が、どのような往生を望んだかについて、資料か
ら考察する。
①　上品往生
(ｲ) 『大日本法華経験記』10　「第八三　楞厳院の源信僧都」
　(前略)慶祐阿闍梨を留めて、密々に示して言はく、
年来の間、一乗の善根、事理の功徳をもて、西方に廻
向し、極楽の上品下生に往かむことを願へり。(中略)
僧都、天童に語りて言はく、兜率天に生れて、慈尊に
見え奉らむこと、極なき善根なりといへども、弟子頃
年深く願ふところあり。身を他世に捨てて、極楽に往
生し、面り弥陀に見えたてまつりて、妙法を聴聞せむ。
慈尊力を加へて、我を極楽に送りたまへ。極楽界にし
て、当に弥勒を拝むべし。天童早く還りて、この誓言
をもて、当に慈尊に啓すべし、云云といふ。（後略）
　これは僧都が慶祐阿闍梨に西方に回向し、極楽浄土の
上品下生往生を願っていると言った。そして兜率天から
迎えに来た天童に、極楽に往生して、阿弥陀如来に会い、
説法を聴聞することを願っていると書かれている。
(ﾛ) 『天台霞標』所収「弥陀仏画像上題辞」
　弟子天台僧源信。正暦甲午冬十二月。謹図阿弥陀仏。
化導衆生之相。渇仰恋慕。発願而言。仏光照輝。聖衆
来迎。上品蓮台。（後略）
  全文は第一章第一節に掲げた。源信は阿弥陀如来衆生
化導の相を図絵した。その発願文に上品の蓮台という。
上品往生を願っているということである。
②　下品往生
(ﾊ) 『首楞厳院廿五三昧結縁過去帳』「前権少僧都　源信」
  （前略）往年自案経文。図弥陀来迎像。其中比丘衆多。
菩薩衆少。有人問云。何故菩薩少。答望下品蓮也。問
何敢不望上品。答計已分也。又細尋彼臨終事。省病僧
等云。近終焉日。令人読無量寿経下品上中二生文。其
意同前云々。今恐如彼願。得下品蓮歟。
　これは僧都が自ら弥陀来迎の像を描いた。その図は比
丘衆が多く、菩薩衆が少ない。その故を僧都に聞くと、
「自分は下品の蓮台を望んでいる」と言い、どうして上
品を望まないのかと聞かれ、「それが自分に分相応だ」
と答えた。また僧都の臨終が近いときには、『観無量寿
経』の下品上生・下品中生の部分を読んでもらいたいと
言ったことがあった。つまりは源信は下品を望んでいる
と言っている。
(ﾆ)  『往生要集』「大文第十 問答料簡　第二 往生の階位」
　明らけし、往生の人はその位に限あることを。いづ
くんぞ、なほこれわれ等が分なりといふことを知らん
や。
　答ふ。上品の人は、階位たとひ深くとも、下品の三
生、あに我等が分にあらざらんや。いはんや、かの後
の釈には、既に十信以前の凡夫を取りて上品の三とせ
るをや。また観経の善導禅師の玄義には、大小乗の方
便以前の凡夫を以て九品の位に判じ、諸師の所判の深
高なるを許さず。また経・論は、多くは文に依りて義
を判ずるものなり。今、経に説く所の上三品の業、な
んぞ必ずしも執して深位の行とせんや。
　ここで源信は上品の人の階位はたとえ深くとも、下品
の三生はどうしてわれらの分ではないということがあろ
うか。また上三品の業も、どうして深位の行だという解
釈だけを固執する必要があるのか、と言っている。つま
りは、私たちは下品往生で相応である。九品の往生にお
いて、どうして上品だけを求めるのだろうか。階位を気
にするべきではないと源信は言っている。
　上に掲げた資料では上品（下生）往生と下品往生の二
種類がある。(ｲ)『法華験記』や (ﾛ)『天台霞標』では上品（下
生）の往生を願うという。いっぽう (ﾊ)『往生要集』や (ﾆ)
『首楞厳院廿五三昧結縁過去帳』では、下品の往生を源
信自身が望みまたそれが我らの分であるという。
　いずれが源信の願いであったろうか。各資料の成立年
代をみると、『往生要集』は源信自身の著作であり、『首
楞厳院廿五三昧結縁過去帳』は源信の弟子覚超により没
後時期を隔てずに記されたものである。『法華験記』は
長久年間 (1040～ 1044)であり、『天台霞標』に収録さ
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れた西教寺本の制作年代は鎌倉後期である。資料の成立
年代から考えると下品往生の方が源信自身の願いであっ
たといえる。しかし『法華験記』の源信伝や西教寺本題
辞にみえる上品往生は、下品往生とは別に上品往生伝承
があったことを示している。特に『法華験記』は源信没
後二七年目頃に成立し、著者鎮源は源信と同時代人であ
る。当寺の社会において上品往生に対する希求があった
ということを示している。源信があえて下品往生を願い
九品の階位にこだわることに否定的であることは、その
風潮を批判したと受け取れるのである。
第二節　源信の上品往生伝承について
　第一章第二節で示したように源信が図したという讃を
もつ遺例が伝来し、その讃では上品蓮台（往生）を願う
という。これは前節で考察した結果すなわち源信は下品
往生を願っていたということと相反する。本節では、源
信の上品往生願望は伝承ととらえ、この讃文およびその
讃を持つ来迎図によって考察することにする。
(1) 千観　『十願発心記』
　源信が図したという讃をもつ遺例は金戒光明寺屏風
（山越阿弥陀来迎図）と西教寺蔵阿弥陀聖聚来迎図（迅
雲弥陀）である。その讃はほぼ同文である。
金戒光明寺屏風讃
  ①  弟子天台僧源信                 
       正暦甲／午歳冬十二月謹図           
       阿弥陀化導衆生之相             
    　渇仰恋慕発願而言               
  ②  仏光照耀　聖聚来迎             
       上品蓮台　願得往生             
       上求下化　万徳究竟             
       如文殊願　如普賢行             
  ③  久慕西方素無弐                 
       弥陀誘引有時行                 
       光芒忽自眉間照                 
       音楽新発耳界驚                 
  ④  永別故山秋月送                 
       遥望浄土夜雲迎                 
       宜乗願力吾先去  　　           
       便導衆生尽往生 
                
　この讃は、弟子天台僧源信が正暦甲午年(994)に阿弥
陀仏が衆生を化導する相を謹んで図したことを述べ（文
言①）、ついで四字八句、七字八句構成の発願文（文言
②③④）からなっている。この発願文では、九品の階位
でいえば上品蓮台の往生を得ることを願っており（上求
菩提下化衆生を行うため）、その願力によって、私が先
ず往生してすぐに衆生をすべて往生に導くのがよいとい
う。
　ところでこの衆生を往生に導くためにまず発願した本
人が上品の往生を願うという思想11は、源信に特有のも
のであろうか。
　まず源信と九品の階位については、前節で考察したよ
うに下品往生が本来的であった。
　つぎに（発）願力により私が先ず往生してすぐに衆生
をすべて往生に導く、と言う思想はどうだろうか。源信
作とされる『十大願』12の八に
　八。願ｸﾊ依ﾃ今此経力ﾆ。未来若ｼ有ﾗﾊ離ﾙﾙｺﾄ生死ｦ者。
必ｽ五濁熾盛国ﾆ出ﾃ。当国ﾆ作仏ｼ。具足ｼ難化必能化之
徳ｦ。集ﾒ十方浄土。擯出ﾉ衆生ｦ。安慰ｼ之ｦ。我当ﾆ度脱ｽ。
とある。また『往生要集』「大文第四　正修念仏　第三
作願門　三　料簡」に
　（前略）また極楽を願求することは、これ自利の心
にあらず。（中略）初心の行者、何の暇ありてか道を
修せん。故に今、菩薩の願・行を円満して、自在に一
切衆生を利益せんと欲するが為に、まづ極楽を求むる
なり。（後略）
と記されている。八願では、未来生死を離れることがあ
れば、かならず濁世に出でて、難化の衆生を能化する徳
を身につけ、十方の浄土から退けられた衆生を集め慰め
救済する、といい、『往生要集』では、極楽を求めるの
は自在に一切衆生を利益したいがためである、という。
しかしここには“吾先去”という主張はみられない。
　このようにこの讃の文言が述べる思想は直接には源信
とは結びつかない。
　いま問題にしているこの讃に近い思想を表明した僧が
千観 (918～ 983)である。千観は『日本往生極楽記』に
おいて、「あに極楽上品の蓮を隔てむや。」とあるように
熱心な上品往生を願っていた人物である。千観の著作『十
大願』13や『十願発心記』14を、みてみよう。
『十大願』第一、第二はつぎのとうりである。
　第一願云。今生普捜一代之教。具知如来権実道。念々
漸浄六根罪垢。現身必縁障外之境。臨終之時。身心安
楽。蒙彼弥陀来迎。往生上品蓮台。豈啻我一人独有此
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事乎。普令法界一切衆生。臨命終之時。七日以前預知
時至。心離 倒。心住正念。遇善知識教。称十念身心
無諸苦痛。同生弥陀浄土。
　第二願云。願我往生浄土之後。速還娑婆。以本願力。
先度有縁衆生。弘以釈迦遺法。将継慈尊出世。於彼初
会之中。最初受菩提記。豈只此一期事哉。惣釈尊十方
世界成仏処。尽未来際。窮法界際。皆弘其教法。令継
後仏出世。
　『十大願』を解釈した『十願発心記』「第三に料簡と
は」で、
　問う、往生の義について菩薩は大悲を業となし。誓い
利生にあり。ただまさに願って三界に生じて苦の衆生を
救うべし。何に因って求めて浄土に生じ、自からその身
を安んずるや。
　答う。（前略）凡夫は力なくただ須らく専ら阿弥陀仏
を念じて、かの国に生るることを得て、無生忍を証し已っ
て三界に還来して苦の衆生を救い、広く仏事を施す。意
に任せて自在なり、この因縁をもって浄土に生まれんこ
とを求む。
  このように千観は上品往生して一切衆生を浄土に生ま
れさせる（第一願）、浄土に往生した後速やかに娑婆に
還来して先ず有縁の衆生を度す（第二願）、という。こ
れはいま問題にしている讃の内容と変わらない。『十大
願』あるいは『十願発心記』に表明された思想を、観点
を往生に絞って単純に表したのが、讃の文言と考えられ
るのである。讃の文言の典拠については未だ検索できて
いない。しかしこの文言は千観に由来するものであって、
源信に由来するものではないということは確実にいえる
ことである。
　この上品往生して無生忍を得て、速やかに現世に還来
し衆生を救うという思想は、千観に始まったことではな
いようだ。『往生礼讃偈』（沙門善導集記）15の日没時礼
の発願文に同様な思想と文言をみることができる。
　（前略）第一謹依大経釈迦仏勧礼讃阿弥陀仏十二光
名。求願往生。一十九拝当日没時礼。取中下懺悔亦得
（中略）
　諸衆等聴説日没無常偈
　（中略）
　説此偈已更当心口発願
願弟子等臨命終時。心不 倒。心不錯乱。心不失念。
身心無諸苦痛。身心快楽如入禅定。聖聚現前。乗仏本
願。上品往生阿弥陀仏国。到彼国已。得六神通。入十
方界。救摂苦衆生。虚空法界尽。我願亦如是。発願已。
至心帰命阿弥陀仏 
  ほぼ同文が『集諸経礼懺儀』卷上16 や『集諸経礼懺儀』
卷下17にも収録されている。
(2) 往生伝にみる千観の影響
　千観の、上品往生や往生者が往生ののち現世に迎えに
来るという思想が、後世流布するようになり、源信の思
想であると誤解されるようになったと考える。そこで、
『往生伝』の序や書写の願文を示し、この当時往生にお
いてどのように思想が変化したのかを整理したい。
(ｲ) 『日本往生極楽記』18 序　　寛和元年(985)
　(前略)今国史及び諸の人の別伝等を検するに、異相
往生せる者あり。兼てまた故老に訪ひて都盧四十余人
を得たり。予感歎伏膺して聊か操行を記し、号づけて
日本往生極楽記と曰ふ。後にこの記を見る者、疑惑を
生ずることなかれ。願はくは、我一切衆生とともに、
安楽国に往生せむ。
　これは、様々な人の往生伝をのせ、著者自身は一切衆
生とともに極楽に往生したいと望んでいる。
(ﾛ) 『続本朝往生伝』19 序　康和三年(1102)頃
    (前略)何ぞ況や、我が朝に西方を念じて素意を遂げ
し者、古今絶えず。寛和の年の中に、著作郎慶保胤が、
往生の記を作りて世に伝へたり。その後百余年、また
往々にしてあり。近感ずるところあり。故に蒭蕘に詢
ひ朝野を訪ねて、或は前の記の遺漏するところを採り、
或はその後の事を接ぎて、康和に竟へぬ。上は国王・
大臣より、下は僧俗・婦女に至るまで、都盧四十二人、
粗行業を記して、諸の結縁に備ふと爾云ふ。
　これは、往生を遂げたいものが今も絶えない。慶保胤
が往生伝を作って伝えた。そこで著者は前に書かれた往
生伝のもれている人をとりあげて、後の時代の人を付け
加えて往生伝を書く。他の人も結縁して往生出来るよう
にと望んでいる。
(ﾊ)  『拾遺往生伝』20　巻上・中　嘉承二年 (1107)、書写
184
藤 澤　隆 子・寺 村 加奈子
の願文　建保七年(1219)
巻上　序
　予慕ふところは極楽なり、帰するところは観音なり。
(中略)即ち願を発して曰く、吾順次生において、必ず
極楽に往生し、疾く無生忍を得て、深く諸の三昧に入
り、弥陀の願をもて吾が願となし、普賢の行をもて吾
が行となし、観音の心をもて吾が心となし、この娑婆
国土において、当に一切衆生を利すべし。(中略)江家
の続往生の伝に接ぎて、予めその古今遺漏の輩を記す。
更に名聞のため利養のためにして記せず、ただ結縁の
ため勧進のためにして記す。もし我を知る者は、必ず
往生の人たらしめむ。（後略）
巻中　序
（前略)罷めむと欲すれども重ねて更に記しつ。冀はく
は今生集類の結縁をもて、必ず来世順次の迎接を期せ
む。その人誠に霊あらば、遥に我が願を照せ。この記
を毀誉する者、利益を施すことまたかくのごとくなら
む。ただし恨むらくは聞に随ひて記し、時代を次がざ
ることをと爾云ふ。
書写の願文
建保七年正月廿七日夜、(中略)写し了りぬ。これ全く
名利のためにあらずして、自他の発心のためなり。こ
れ全く人天の上報を期せずして、極楽に往生せむがた
めなり。ただ望むらくは、この新生の聖衆達、遥に愚
願を照らして、必ず来迎を垂れたまへ。願はくはこの
功徳をもて、命の終わらむと欲する時に臨みて、必ず
弥陀の迎へに預り、安楽国に往生せむ。沙門慶政記せ
り。
　巻上の序は、著者の往生への願いも書かれているもの
の、他の人も結縁して往生出来るようにという願いも書
かれている。鎌倉時代に書かれた書写の願文では、この
往生伝に収載された往生者達が必ず迎えに来て欲しいと
望んでいる。この往生伝を書写したことで阿弥陀の来迎
を受けて極楽に往生したいと言っている。
  『日本往生極楽記』寛和元年(985)『続本朝往生伝』康
和三年 (1102)『拾遺往生伝』巻上・中　嘉承二年 (1107)、
書写の願文　建保七年 (1219) の序文や書写の願文を上
に摘記した。それをみると、一〇世紀後半から一一世紀
前半までは千観の影響は明確には現れていない。“一切
衆生とともに安楽国（阿弥陀如来の浄土）へ往生したい”
（『日本往生極楽記』）とはいっているが未だ上品往生や
還来娑婆については言及しない。一二世紀初になると、
往生者に“結縁”する（『続本朝往生伝』）という言及が
あり、さらにすすんでつぎのように発願する。「必ず極
楽に往生し、疾く無生忍を得て、深く諸の三昧に入り、
弥陀の願をもて吾が願となし、普賢の行をもて吾が行と
なし、観音の心をもて吾が心となし、この娑婆国土にお
いて、当に一切衆生を利すべし。（中略）更に名聞のた
め利養のためにして記せず、ただ結縁のため勧進のため
にして記す。もし我を知る者は、必ず往生の人のたらし
めむ。」（『拾遺往生伝』巻上）　これは千観の『十大願』『十
願発心記』をよく咀嚼した発願である。
　また「冀はくは今生集類の結縁をもて、必ず来世順次
の迎接を期せむ。その人誠に霊あらば、遥に我が願を照
せ。この記を毀誉する者、利益を施すことまたかくのご
とくならむ。」（『拾遺往生伝』巻中）撰者は巻上の序文
のように発願したが、「今の世において集類をしたとい
う結縁によって、必ず来世の来迎を期待したい。その人
誠に霊があれば私の願いを照らしてください」と卷中で
は述べる。一三世紀前半の書写願文になると、「この新
生の聖衆達、遥に愚願を照らして、必ず来迎を垂れたま
へ」と往生伝に記されている既往生者による来迎を願う
ことが言明されている。
  この変化をみると千観の『十大願』は、一二世紀初に
は咀嚼されており、さらなる展開の兆しがみえ、一三世
紀には展開が行き渡っていた様子を知ることができる。
  いっぽう源信の著作『往生要集』の対象は行者であっ
たが、貴族階級を始め広く社会に流布した。『往生要集』
や源信の『十大願』には、前述したように上品上生往生
を望む思想はないが、極楽に往生し娑婆に還来して一切
衆生を救済することを発願するという基本的な思想は共
通である。そのために源信の発願とすることに違和感が
なかったのであろう。
　また源信が来迎図を考案したことは、第一章第一節で
述べたように認められることである。そして一二世紀の
前半には、その伝承は確立していた。
　この二者が結合して、画の讃となったと考える。
　現存するこの讃をもつ来迎図は上述したように金戒光
明寺屏風と西教寺本（迅雲弥陀）と発願文のみもつ三千
院本の三点が知られている。ところが来迎図としての図
様が三本とも異なる。来迎図の図様は、金戒光明寺屏風
は山越阿弥陀来迎図で、立像の阿弥陀三尊が山越に来迎
する。西教寺本は迅雲弥陀と通称される立像の斜め向き
阿弥陀聖聚来迎図である。三千院本は坐像の斜め向き阿
弥陀聖聚来迎図である。ただ三千院本と西教寺本は諸尊
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構成や配置を共有する。
　このことは鎌倉時代後期には、讃の文言は阿弥陀来
迎図の図様とは無関係に伝承されていたことを示してい
る。したがってこれら諸本は源信が考案した来迎図を直
接継承するとは限らない。このことは絵画遺例に照らし
合わせるとより明確になる。山越阿弥陀来迎図の最古の
遺例である禅林寺本（一三世紀前半）にこの讃はない。
西教寺本のように聖聚が立像で表され、スピード感を
もって迅速に来迎する表現は鎌倉時代に入ってから出現
する新しい要素である。古い表現を残す三千院本（原本
が唐末五代に遡るとする見解もある）の讃には文言①が
なく未だ源信の来迎図制作とは結びついていないのであ
る。
第三節　来迎図の観音菩薩捧持蓮台
　第一節第二節において、源信の思想は下品往生であり、
上品往生ではないことを示した。
  本節では、絵画遺例に徴して、九品の階位について検
討する。
(1 ) 平安時代制作になる阿弥陀聖聚来迎図の観音菩薩捧
持蓮台
  平安時代に制作（鎌倉時代制作ではあるが、その原本
の制作が平安時代のものも含む）の来迎図を観察すると、
観音菩薩捧持蓮台表現に違いがみられる。蓮台表現につ
いて整理したのが表１である
表１　平安時代制作阿弥陀聖聚来迎図
所蔵者名 蓮　　　台
浄厳院 ①蓮華　②板、反花　③？、板、反花  図１
金剛証寺　角鏡 ①蓮華のみ  図２
金剛証寺　円鏡 ①蓮華のみ  図３
心蓮社 ①蓮華　②？、反花　板、反花  図４
長谷寺 ①蓮華　②しきなす？　③？、板　
④？、板、足？
 図５
有志八幡講十八
箇院
①蓮華　②しきなす　③反花、板　
④反花、板
 図６
（三千院） ①蓮華のみ  図７
（興福院） ①蓮華のみ
（安楽寿院） ①蓮華のみ  図８
（松尾寺） ①蓮華のみ
　安楽寿院本は、鎌倉時代に入って作られたものである
ものの、この図の基となった原本の制作年代が一〇世紀
末から一一世紀初め頃とされている。正面向きで、一三
体の菩薩と二体の比丘形が描かれる。蓮台は、蓮華のみ
の一重蓮台である。
　浄厳院本は制作年代が一二世紀初ないし前半に作られ
た来迎図で、最古の掛幅来迎図である。斜め向きで、九
体の菩薩と二体の比丘が描かれる。蓮台は蓮肉と蓮弁と
反花からなる蓮華があり下には表現に曖昧なところもあ
り、反花座であるあるいは框座であると明確に確認でき
ないので板状を含む部分を一単位とするとして観察する
と、三重の蓮台である。
　長谷寺本は、一二世紀に作られたものである。斜め向
きで、四体の菩薩と三体の比丘形が描かれる。蓮台は、
蓮華、敷きなす、同様に板状含む部分を一単位とすると
二重あり、あわせて四重の蓮台である。
  金剛証寺鏡像（朝熊山経塚出土）は平治元年（1159）
頃のもので、常勝寺比丘尼の往生を願って埋納されたも
のである。角鏡、円鏡ともに斜め向きの阿弥陀三尊来迎
図である。蓮台は蓮華のみの一重である。
  心蓮社本は阿弥陀三尊からなる斜め向き来迎図であ
る。蓮台は、二重である。
　有志八幡講十八箇院本は、正面向きの阿弥陀聖聚来迎
図である。蓮台は四重である。
　興福院本と三千院本は鎌倉時代制作になる同様の図様
をもつ斜め向き来迎図であるが、この系譜の原本は唐末
五代に遡ると推測されている。阿弥陀三尊、七菩薩（二
比丘を含む）一〇奏楽菩薩と化仏で構成される。蓮台は
蓮華のみの一重である。
　以上のように平安時代制作になる単独の来迎図では、
蓮台表現に一重と多重という二類型の存在を指摘するこ
とができる。現存する来迎図は一二世紀以後のもので、
朝熊山出土鏡像以外すべて多重の蓮台表現である。原本
が平安時代に遡ると推測されている安楽寿院本系と三千
院本系の二系統はともに一重の蓮台で表現されている。
三千院本系の原本は唐末五代（一〇世紀初）、安楽寿院
本系の原本は一〇世紀末から一一世紀初とされている。
　この蓮台表現にみられる二類型には、何か意味を認め
ることができるのだろうか。九品の階位と関連するので
はないだろうかと考え、つぎに『観無量寿経』を検討する。
(2) 『観無量寿経』による九品往生の蓮台
　九品来迎図の基になった『観無量寿経』で述べている
九品往生の蓮台や聖衆について整理したのが表２である。
　表２のように、九品の階位によって、蓮台はそれぞれ、
金剛ー紫金ー金ー蓮華ー七宝ー宝と表現されている。金
剛（ダイヤモンド）は最もかたい金属、紫（磨）金は最
上質の黄金である。蓮の台は大まかな差別化がはかられ
ていると理解できる。
　ここでもう一度源信自身の著である『往生要集』を
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みてみる。「大文第二　欣求浄土　第一　聖衆来迎の楽」
には、
　命終の時（中略）弥陀如来、本願を以ての故に、もろ
もろの菩薩、百千の比丘衆とともに、大光明を放ち、晧
然として目前に在します。時に大悲観世音、百福荘厳の
手を申べ、宝蓮の台を擎げて行者の前に至りたまひ、大
勢至菩薩は無量の聖衆とともに、同時に讃嘆して手を授
け、引接したまふ。
　もう一点「大文第六　別時念仏　第二　臨終の行儀」
の臨終の勧念とはに、
　（中略）乃至、命終の後に、宝蓮華の台の上に坐し、
弥陀仏の後ろに従ひ、聖聚に囲繞せられて、（後略）
とある。この宝蓮の台とは、『観無量寿経』に照らし合
わせると、下品上生で観音が捧持している宝蓮華に相当
する。源信は『往生要集』では、往生を下品上生によっ
て代表させているということだと思う。これは第一節で
考察した源信の下品往生観と相応する。
  では宝蓮華とは、来迎図ではどのような図様の蓮台で
あったのか。
(3) 九品来迎図にみる観音菩薩捧持蓮台
　平安時代制作になる九品来迎図が二点現存している。
そこでは九品の階位によって蓮台表現に差があるのか、
蓮台表現がどのようになされているか、検討する。
（ｲ）平等院鳳凰堂の九品来迎図
  現存する最古の来迎図でもある平等院鳳凰堂扉絵の九
品来迎図は天喜元年（1053）制作になる。九品来迎図
のうち、現存しているものは、上品中生・上品下生・中
品上生・下品上生の各二面一組、計八枚の扉絵のみであ
り、上品上生は江戸初期に新しいものと取り替えられ、
中品中生・下品中生の二壁画は一二世紀末期の新補であ
り、中品下生と下品下生は仏後壁背面に並んで配置され
ていたようだが、現在はほとんど剥落しており図様まっ
たく不明であるとされている21。どの図にも上部に讃が
あり、そこには『観無量寿経』の「九品往生」の要文が
書かれている。
　また平等院の来迎図は、一つの来迎の場面ごとで描か
れており、広大な景色の中に阿弥陀が来迎する姿や往生
者の家屋が九つすべてに描かれている。
  聖聚と蓮台について整理したのが表３である。
表３　平等院鳳凰堂扉絵　九品来迎図
聖　衆   蓮　台
上品中生 阿弥陀・観音・勢至・十
体の奏楽菩薩・五体の僧
形・二体の菩薩
かなり高い蓮台
を左手で下から
捧げ右手を上部
の蓮弁に添える
上品下生 阿弥陀・観音・勢至・四
体の僧形・二体の菩薩・
十体の奏楽菩薩・二体の
菩薩
(帰り来迎)
 金蓮華のみ
 
 図
９
中品上生 阿弥陀・観音・勢至・
十一体の奏楽菩薩・
四体の僧形・三体の供養
菩薩
小形の蓮台を片
手先に捧げ前方
に差しだす
（中品中生）阿弥陀・観音・勢至・六
体の奏楽菩薩・二体の供
養菩薩・四体の僧形・二
体の供養菩薩・三体の化
仏
蓮華のみ
下品上生 阿弥陀・観音・勢至・十
体の奏楽菩薩・二体の僧
形・三体の供養菩薩・化
阿弥陀・化観音・化勢至
蓮華のみ 図
10
（下品中生）阿弥陀・観音・勢至・五
体の供養菩薩・四体の僧
形・一体の奏楽菩薩・三
体の化仏
不明
　上品中生図では、観音菩薩捧持蓮台は一重の蓮台（現
状）であるが、『平等院大観』によれば、「かなり高い蓮
台を左手で下から捧げ右手を上部の蓮弁に添える」とあ
り、当初は何重かは不明ながらかなりの高さをもつ多重
蓮台であった。中品上生図の蓮台は「小形の蓮台を片手
先に捧げ前方に差しだす」とあり、やはり何重かは不明
ながら上品中生図に較べると片手で差しだすことができ
る小形の蓮台であった。下品上生図の蓮台は一重である。
  以上判明する図のみではあるが、九品の階位によって
観音菩薩捧持蓮台の表現には差があったと考えて良いと
思う。上品中生図の蓮台は中品や下品に較べ大きくおそ
らく多重であった。
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表２　『観無量寿経』による九品往生
種　別 来迎の聖衆 蓮　台
上品上生
阿弥陀如来、観世音、大勢至、無
數の化佛、百千の比丘、聲聞の大衆、
無數の諸天、七寶の宮殿
金剛の蓮台
上品中生
阿弥陀仏、観世音、大勢至、無量
の大衆、眷属、千の化仏
紫金の蓮華台
上品下生
阿弥陀仏、観世音、大勢至、もろ
もろの眷属、五百の化仏
金蓮華
中品上生 阿弥陀仏、衆くの聲聞衆、眷属 蓮華台
中品中生 阿弥陀仏、もろもろの眷属 七宝の蓮華
中品下生 (記述なし) (記述なし)
下品上生 化仏、化観世音、化大勢至 宝蓮華
下品中生 化菩薩 (記述なし)
下品下生 金蓮華のさながら日輪のやうなの (記述なし)
源 信 が 考 案 し た 来 迎 図
(ﾛ) 鶴林寺の九品来迎図
  鶴林寺太子堂九品来迎図は、天永三年（1112）に制作
され、裏面には仏涅槃図が描かれている。九品来迎図は、
一画面に九品来迎すべてが描かれている。画面はほぼ上
中下三段に分れている。上段には上品上生より中品上生
までの四図が描かれる。中段には中品中生より下品下生
までの五図と現世の諸悪行が描かれる。下段には、海上
と海浜における漁猟の様を描く。聖聚と蓮台について整
理したのが表４である。
表４　鶴林寺太子堂九品来迎図
聖　衆 蓮　台
上品上生 阿弥陀・観音・勢至・
二体の僧形・三体の
奏楽菩薩・二体の供
養菩薩・三体の諸菩
薩
①蓮華　②框、反花 図11
上品中生 阿弥陀・一体の僧形
(往生者？ )七体の菩
薩・(帰り来迎)
無
上品下生 阿弥陀・観音・勢至・
四体の菩薩
①蓮華　②？ 図12
中品上生 阿弥陀・観音・勢至・
四体の菩薩
 雲に隠れて見えず
中品中生 阿弥陀・観音・勢至・
二体の菩薩・四体の
僧形
①蓮華　②台？ 図13
中品下生 観音のみ ①蓮華　
②屋根に隠れて不明
図14
下品上生 化阿弥陀・化観音・
化勢至
無
下品中生 月輪の中に、化阿弥
陀・化観音・化勢至
無
下品下生 蓮台上の日輪のみ 無
　上品上生図の蓮台は、反花を持つ台に蓮華が載ってお
り二重である。中品中生図では蓮華のみの一重蓮台のよ
うであるが台に載っているようにもみえる。下品では蓮
台の表現はない。他は下部が雲や家屋の屋根に隠れた状
態で表現されているので確認できない。しかし上品上生
図の蓮台は明らかに他と異なり二重蓮台である。
　
  以上の検討から上品上生図（鶴林寺）や上品中生図（平
等院鳳凰堂）においては観音菩薩捧持蓮台は明らかに他
品とは異なり豪華な蓮台として表現しているといえる。
下品に関しては、平等院鳳凰堂の下品上生の蓮台は蓮
華だけの一重の蓮台、鶴林寺の下品上生は化阿弥陀と化
菩薩のみが描かれ、三体とも拱手しているため、蓮台は
確認できない。このように下品上生の宝蓮華は一例のみ
しか確認できない。しかし①鳳凰堂においても鶴林寺に
おいても上品往生の蓮の台が多重で表現されていること
②中品の蓮の台は一重のみとは限らないことを勘案する
と、宝蓮華とは平等院の九品来迎図の下品上生で描かれ
ている、蓮華のみの一重蓮台であると認めてよいと思う。
(4)  九品の階位と阿弥陀聖聚来迎図観音菩薩捧持蓮台と
の対応
　（2）（3）項の検討から、九品来迎図に描かれた観音菩
薩捧持蓮台の表現には、九品の階位と緩やかな対応関係
があると考えることができた。それは上品往生の蓮の台
は多重の蓮台であり、下品往生は蓮華のみの一重蓮台で
ある。
　（1）項で整理した単独の阿弥陀聖聚来迎図において
も、多重の蓮台をもつ来迎図と一重の蓮台をもつ来迎図
との二類型を認めることができた。九品来迎図の蓮台表
現から類推すると、平安後期一二世紀には、多重の蓮台
は上品往生を表象するものとして機能していたのではな
いだろうか。平安後期から鎌倉時代にかけては上品往生
願望が盛んになっていく傾向にあることは第二章第二節
で考察した。そのような風潮のなか、浄厳院本、長谷寺本、
心蓮社本、有志八幡講十八箇院本などは正面向き、斜め
向き、聖聚の多少等相違はあるが、上品上生図として制
作されたと考える。それに対して朝熊山経塚出土鏡像来
迎図は上品上生往生願望が第一義ではなかったと理解で
きる。
　では源信が考案した来迎図ではどうであったか。
　上品上生往生を表象する蓮台表現が多重蓮台であり、
下品往生を表象する蓮台表現が蓮華のみの一重蓮台で
あるという対応関係を導き出した。この考察の基となっ
た絵画資料が一一世紀半ば以後であるので、それを源信
の時代一〇世紀後半から一一世紀初にも適用することに
は、少々危惧をもつが、同様に蓮華のみの一重蓮台であっ
たと考えたい。
　現存する平安時代制作になる来迎図との関連はどうで
あろうか。
　平安時代制作（鎌倉時時代制作であっても原本の制作
年代が遡るものを含む）になる来迎図には、一重の蓮台
表現をもつものもあった。朝熊山経塚出土鏡像や安楽寿
院本系、三千院本系である。印相では転法輪印正面向き
（安楽寿院本系）と来迎印斜め向き（三千院本系、朝熊
山経塚出土鏡像）。坐法では結跏趺坐（三千院本系・安
楽寿院本系）と片足踏み下げ（朝熊山経塚出土鏡像）。
尊像構成は阿弥陀三尊・七菩薩・一〇奏楽菩薩（三千院
本系）と阿弥陀三尊・五菩薩・八奏楽菩薩（安楽寿院本
系）と阿弥陀三尊（朝熊山経塚出土鏡像）である。特に
原本が一〇世紀に遡るとされる三千院本系と安楽寿院本
系は尊像構成が酷似しているが全体的に多様である。
　また多重蓮台をもつ来迎図であっても、図様を継承し
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たもとの来迎図が一重蓮台であったのが、上品上生往生
願望が高まった平安後期に多重蓮台として写された可能
性もある。
　したがって現存する来迎図との関連は、また別の視点
や方法が必要ということであろう。
おわりに
　源信が考案した来迎図はどのような図様であったのか
という視点から来迎図について文字資料と絵画資料から
考察してきた。
　文字資料からは、‘菩薩衆少なく比丘衆多い’図様で
あること、おそらく掛幅装であること、絵画資料からは
観音菩薩捧持蓮台が蓮華のみの一重蓮台であることを明
らかにすることができた。
  来迎図に関しては、正面向き、斜め向きという問題、
聖聚の構成、阿弥陀如来の坐法（結跏趺坐、片足踏み下
げ）、阿弥陀如来の手勢（転法輪印、来迎印、左手首を
立てた来迎印）などさまざまな要素がある。それらにつ
いては、今回の方法では解明に至らず別の方法や視点が
必要である。
  しかし今回の方法で考察する過程において、来迎図に
ついて新たな見解を提示することができたことを付け加
えておきたい。
  それは平安後期において上品上生往生観に対応する来
迎図があり、上品上生を表象する機能をもったのが、観
音菩薩捧持蓮台の表現であったということである。観
音菩薩捧持蓮台が多重蓮台で表現された来迎図―浄厳院
本、心蓮社本、長谷寺本、有志八幡講十八箇院本などは、
上品上生往生であるとする共通の認識があったと考えら
れることである。
  この文化状況は一一世紀から一二世紀末までのこと
で、一三世紀初頭前後鎌倉時代になると、上品上生来迎
図は、『観無量寿経』に説く七宝の宮殿や化仏を描くと
いう説明的な表現に変わる。
    滝上寺本九品来迎図の上品上生図、清涼寺本迎接曼
荼羅、光明寺本当麻曼荼羅縁起阿弥陀二五菩薩来迎場面、
知恩院本阿弥陀二五菩薩来迎図（早来迎）などでは宝殿
や化仏が描かれていることによって、上品上生図である
ことを示している。観音菩薩捧持蓮台は龍上寺本では蓮
華のみの一重蓮台であり、知恩院本では多重蓮台である。
すでに蓮台がもつ表象性は失われているのである。
　以上のように平安後期一一世紀一二世紀には、観音菩
薩捧持蓮台の表現を差別化することによって、上品上生
往生とその他の往生とを区別するという文化が存在し
た。上品上生来迎図であることを多重蓮台表現は表象し
ていたのである。
  
注
（１）泉武夫『仏画の造形』吉川弘文館、1995年
（２）泉氏、註(1)前掲書
（３ ）比叡山専修院／同叡山学院編　『恵心僧都全集』第一巻、
思文閣出版、1971年
（４）石田瑞麿校注　日本思想体系6『源信』岩波書店、1970年
（５）小原仁『源信』ミネルヴァ書房　2006年
（６ ）井上光貞校注　日本思想体系7『往生伝　法華験記』岩波
書店、1974年
（７ ） 財団法人鈴木学術財団『大日本仏教全書　第41.42』財団
法人鈴木学術財団、1971年
（８ ）題辞や裏書は、中野玄三著『来迎図の美術』（同朋舎出版
1985年）によった。
（９ ）吉村稔子「三千院蔵阿弥陀聖衆来迎図考―来迎図の成立
に関する一考察―」『美術史』No.161、美術史学会、2006年
（10 ）井上氏、註(6)前掲書
（11 ）この思想を天台浄土教における上品上生観として位置づ
け、その思想内容について岩田茂樹氏の論がある。「上品上
生図の成立」『文化学年報』通巻36　同志社大学文化学会編
　1987年
（12 ）比叡山専修院／同叡山学院編　『恵心僧都全集』第五巻、
思文閣出版、1971年
（13 ）佐藤哲英『叡山浄土教の研究』研究篇　百華苑　1979年
／ 1989年
（14 ）佐藤哲英『叡山浄土教の研究』資料篇　百華苑　1979年
／ 1989年
（15）善導集記『大正新脩大蔵経』No1980
（16）大唐西宗福寺沙門智昇撰　『大正新脩大蔵経』 No1982
（17 ）大唐西宗福寺沙門智昇撰／比丘善導集記　『大正新脩大蔵
経』No1982
（18）井上氏、註(6)前掲書
（19）井上氏、註(6)前掲書
（20）井上氏、註(6)前掲書
（21 ）『平等院大観　第三巻　絵画』岩波書店、1992年
図版出典
　図１～図９、図11 ～図14　中野玄三『来迎図の美術』　
　　　　　　　　　　　　　 同朋舎出版　1985年
　図10　　　　　　　　　 　『平等院大観　第三巻  絵画』　
　　　　　　　　　　　　　 岩波書店　1992年
追　記
　本論文は、総合文化学科寺村加奈子（2008年３月卒業、現
姓廣田加奈子）さんが提出した卒業論文の一部を改稿したもの
に、藤澤が加筆、訂正したものである。
　引用資料の漢字は、新字体で表記した。
189
源 信 が 考 案 し た 来 迎 図
190
図１　浄厳院本 図２　金剛証寺鏡像（角鏡） 図３　金剛証寺鏡像（円鏡）
図４　心蓮社本 図５　長谷寺本 図６　有志八幡講十八箇院本
図７　三千院本 図８　安楽寿院本
藤 澤　隆 子・寺 村 加奈子
191
図９　平等院鳳凰堂扉絵　上品下生図 図10　平等院鳳凰堂扉絵　下品上生図
図
11
�
鶴林寺
�
上品上生
図
12
�
鶴林寺
�
上品下生
図
13
�
鶴林寺
�
中品中生
図
14
�
鶴林寺
�
中品下生
